
☆ 検出感度、再現性や分離度が高く、短時間で低ランニングコストの分析技術 その活用法！ 
☆ バイオ試料や環境汚染物質、低濃度成分や微量不純物など、 

精密さが求められる分析、微細なサンプルの解析のために！ 
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本書のポイント 

【１】キャピラリー電気泳動法の測定上の留意点 
―装置構成、各種分離モードの種類・特色、キャピラリー選択、キャピラリー洗浄、泳動液/添加剤の選択、検出器選択、測定上の留意点、試料前処理 
―分離挙動解析、スペクトルデータの読み方・解析、ピーク形状の歪み・異常の原因と対策、質量分析のデータの見方 

【２】イオンクロマトグラフィーの測定上の留意点 
―装置構成、適した水の要件、カラムの選び方、検出器の選択、試料前処理、測定上の留意点、 
―クロマトグラムの判断・解析、質量分析（MS）でのデータ処理と読み方 

【３】生体試料の分析事例 
―プロテオミクス、メタボロミクス、遺伝子変異解析、核酸・アミノ酸、DNAシーケンサー、代謝物の高感度一斉分析、尿中シュウ酸、ヘモグロビン 

【４】バイオ医薬品での分析事例 ―タンパク質医薬の不均一性の分析、キャピラリー電気泳動における分析法バリデーション 

【５】食品関連成分の分析事例 ―ミネラルウォーター類の六価クロム分析、塩中の無機イオン分析、食肉加工品中の硝酸及び亜硝酸の定量 

【６】環境試料・環境汚染物質の分析事例 
―土壌抽出液中の陰イオン分析、金属イオン分析、環境水の水質評価、家庭用洗浄剤および除菌剤中の酸およびアルカリ等のイオン種の分析、 
 排ガス及び燃料中の大気汚染物質の分析方法、肥料中の硫酸イオンの測定とその性能評価 

【７】工業用原料・材料の分析事例 
―燃焼－イオンクロマトグラフを用いた固体試料中のハロゲンの分析、ICを用いた有機材料中の微量硫黄分の定量分析、 
 硬化コンクリート中に含まれる亜硝酸イオンの分析 

【８】分析化学における測定値の信頼性評価の手法と活用法 

ぜひご試読ください 

※大学、公的機関、医療機関の方には割引価格（アカデミック価格）で販売いたします。 詳しくはお問い合わせください。 

 

～サンプルの種類や目的に応じた最適な条件設定のコツ～ 

新刊書籍 
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             ＜申込要領＞ 
●本書籍は一般書店では取り扱いをいたしておりません。 
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 詳細な目次・内容の確認、 
購入や試読のお申込みはこちらから 

第１章 キャピラリー電気泳動法（CE）の測定上の留意点 
１節 キャピラリー電気泳動法の測定原理と装置構成 
２節 各種分離モードの種類・特色 
３節 測定試料に応じたキャピラリーの選択 
４節 キャピラリー洗浄での留意点 
５節 分離モードに応じた泳動液/添加剤の特徴と選択 
６節 測定試料に応じた検出器の選択 
７節 キャピラリー電気泳動法の測定上の留意点 
８節 試料前処理での留意点 
９節 マイクロチップ電気泳動の活用 
１０節 モーメント理論に基づくキャピラリー電気泳動の分離挙動解析 
１１節 スペクトルデータの基本的な読み方・解析での留意点 
１２節 ピーク形状の歪み・異常の原因と対策 
１４節 質量分析のデータの見方 
１３節 キャピラリー電気泳動とイオンクロマトグラフィーの比較 

第２章 イオンクロマトグラフィー（IC）の測定上の留意点  
１節 イオンクロマトグラフィーの基礎・装置構成 
２節 イオンクロマトグラフィーに適した水の要件 
３節 イオンクロマトグラフのカラムの選び方 
４節 測定項目に応じた検出器の選択 
５節 試料前処理での留意点 
６節 イオンクロマトグラフの測定上の留意点 
７節 クロマトグラムの基本的な判断・解析での留意点 
９節 イオンクロマトグラフィー質量分析（MS）における 

データの処理と読み方 

第３章 CEによる生体試料の分析事例 
１節 プロテオミクス解析への活用 
２節 メタボロミクス解析への活用 
３節 遺伝子変異解析への応用 
５節 核酸・アミノ酸の1分子解析 
４節 キャピラリー電気泳動による 

DNAシーケンサーの分析原理と分析事例 
６節 Orbitrap Fusion Mass Spectrometerによる 

安定同位体ラベルを用いたメタボロミクス 
７節 代謝物の高感度一斉分析法の開発 
８節 尿中シュウ酸の測定法 
９節 ヘモグロビン：糖尿病医療を支える即時検査を中心として 

第４章 CEによるバイオ医薬品での分析事例 
１節 キャピラリー電気泳動を用いたタンパク質医薬の不均一性の分析 
２節 キャピラリー電気泳動における分析法バリデーションのポイント 

第５章 CE・ICによる食品関連成分の分析事例  
１節 キャピラリー電気泳動-質量分析法を用いた食品・農産物の解析 
２節 ICによるミネラルウォーター類製品の六価クロム分析 
３節 塩中の無機イオン分析 
４節 ICによる食肉加工品中の硝酸及び亜硝酸の定量 

第６章 CE・ICによる環境試料・環境汚染物質の分析事例 
１節 土壌抽出液中の陰イオン分析 
２節 CE/エレクトロスプレーイオン化質量分析法による金属イオン分析 
３節 ICによる環境水の水質評価 
４節 ICを用いた家庭用洗浄剤および除菌剤中の酸および 

アルカリ等のイオン種の分析 
６節 ICを用いた排ガス及び燃料中の大気汚染物質の分析方法 
７節 ICによる肥料中の硫酸イオンの測定とその性能評価 

第７章 ICによる工業用原料・材料の分析事例 
１節 燃焼－イオンクロマトグラフを用いた固体試料中のハロゲンの分析 
２節 ICを用いた有機材料中の微量硫黄分の定量分析 
３節 硬化コンクリート中に含まれる亜硝酸イオンの分析 

第８章 分析化学における 
測定値の信頼性評価の手法と活用法 

１節 分析値の信頼性に関わる用語とその概念 
２節 「信頼区間」の推定の手法とその活用法 
３節 「真度」「精度」の評価手法とその活用法 
４節 範囲の評価手法と活用 
５節 ケモメトリクスに基づく 
     精度，検出限界，判定限界，定量下限の評価 
６節 実験計画法を用いた化学分析の条件検討とその最適化 

～分析方法のパラメータ設計はどのように行ったらよいか 
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